
裾野麗峰山の会・山行報告書                  文・山田  写真・後藤 

山行番．  NO. 2072 

日 時  2025 年 01 月 31 日（金）晴・最強寒波・上部強風 

山 域  八ヶ岳・硫黄岳（2760ｍ） 

コース  長泉5:00－赤岳山荘駐車場出発8:20－硫黄岳山頂13:30－赤岳山荘駐車場17:00－伊予ロッ

ジ 18:30（宿泊） 2/1・飯盛山（後藤、勝又）-長泉 15 時 30 分ころ 

標高差  赤岳山荘・約 1965ｍ～硫黄岳岳 2760ｍ＝約 1065ｍ 

難易度  非常に困難  困難  レやや困難  普通  やや易しい  易しい 

強風・低温の山頂は、まさに厳冬期の雪山体験だった 
参加者  後藤、勝又、山田＝3 名 

 

課題は美濃戸口からのアクセス 

今回登る山は硫黄岳。G さん、K さん、私の 3 名が参加。行程の中で課題の 1 つは、歩く

前の美濃戸口・八ヶ岳山荘から赤岳山荘までの車の行程だ。ここの道は悪路で、最悪の場

合路面はカチカチに凍っており、氷の斜面を曲がりながら駆け上がることは非常に難易度

が高いと聞いていた。 

路面の状態は当日になるまで分からない。最悪のケースを想定して準備するしかない。 

雪山を楽しむために 4WD の車を購入したが、スタッドレスタイヤを履いてもさらにチェー

ンを買わなければいけないということは想定していなかった。 

 

 
山ちゃん奮闘 

 

めったに使うものではないので、あまりお金はかけたくない。Amazonでチェーンを探す。

しかし、自分のタイヤサイズにあったチェーンがない。そして安いものだと使用中切れて

しまったり、装着がうまくいかないという不良コメントが多く見られた。 

安くても役に立たなければ意味がない。結局オートバックスに出向いて、実物を見て買

うことにした。店員のおすすめで、「布製のスノーソックス」を買うことにした。総額 2 万

円を超えて、なかなかの出費だったが装着はチェーンよりも楽でグリップ力も高いという



ことで雪道の走行の心配はある程度低減された。そして、いよいよ本番。 

八ヶ岳山荘についてからスノーソックスを装着し、少し試しに車を走らせ途中で外れな

いことを確認して、赤岳山荘に向かった。赤岳山荘までには坂道と大きなカーブが 2 箇所

あったが、幸いに難なく乗り切ることができた。 

 

 
赤岳山荘                林道終点 

 

スノーソックスの効果があったかもしれないが、前日に降雪があり、道に雪がある程度

ついていたので氷でカチカチということではなく、道の状態が多少良かった。右に左にハ

ンドルを切ってようやく赤岳山荘に到着。運転は経験豊かな G さんだった。 

車を降りると右の前輪のスノーソックスが取れかかっていた。帰りにスノーソックスを

バランスよく履かせて、試し走りを多めにしたら、帰りの走行後は、問題なかった。 

車の行程について長々書いてしまったが、八ヶ岳山荘から赤岳山荘までは歩くと片道 1

時間ぐらいかかるのでここを短縮できることは大きい。 

 

はじめての赤岳鉱泉アイスキャンディ 

車から装備を出して出発の準備。8 時 20 分にスタート。今回は硫黄岳に行くので北沢の

道を通る。赤岳鉱泉まで約 2 時間。樹林帯の中を歩き続ける。青空が見えればよい散策に

なるが天気があまり良くない。 

昼から晴れるということだったが時折薄日がさす程度であった。ただ風がないし、岩場

も雪で平坦になっていて歩きやすかった。赤岳鉱泉に到着。有名なアイスキャンディを見

るのは実は初めてである。到着時は青空も出てアイスキャンディが青く輝いていた。 

赤岳鉱泉は私が思っていたより大きな山小屋で、中の雰囲気も見てみたかったが、アイ

ゼンを履いたり腹ごしらえをしたり水分補給をしたりもあったため今回は入らなかった。 

 

はじめてゴーグル使用 

山小屋前に 10 人ほどのパーティーがいた。声をかけたら香港から来ている登山者の方だ

った。後で調べると海外からの日本の山に登りにくる旅行者は年々増えていて、6 日間で

赤岳鉱泉に泊まり八ヶ岳のいろんな山を登る計画らしい。 

今日は硫黄岳に登るというので、これから。一緒に頑張りましょうと言って、我々は先 



 
赤岳鉱泉・アイスキャンディ 

 

に登り始める。ユックリ行く G さんに二人で先行してくれと言われた。赤岳鉱泉から赤岩

の頭までは傾斜がきつくなる。ここからが本当の登山だ。風はないと言え今年は雪が多く

気温も低い。温度計を見るとマイナス 10 度になっている。寒いと電池が落ちてしまうので

スマホもあまり出せない。 

雪深く登山道を示すサインも見えないため、先人の足跡をたどって登っていく。時々日

が差して八ヶ岳ブルーの青空が見えると後ろを振り返り雄大な八ヶ岳の風景を眺め、写真

を撮ったり、一息入れる。すると早々に硫黄岳だけから降りてきた人と出会う。 

山頂は風が強いよという。確かにこの日の山の天気予報は強風で午前中は C ランクだっ

た。とはいえ行ってみないと山の天気は分からないので、ここまで来たわけだが、風の強

さは予報通りのようだ。最初に出会った人は、かなりベテランの登山者のようで、顔も登

山焼けをしており、雰囲気があった。 

後から振り返るとあの人が朝一で硫黄までの雪道をラッセルで踏んで作ってくれた人か

もしれない。この雪の量だと最初の人は雪が深くて結構大変だったのではないかと G さん

が言っていた。雪道も踏み跡を辿っていくのと自分ラッセルで道を切り開くのでは大変さ

が全く違う。歩みを進めると、次々と降りてくる人に出会う。 

来る人来る人頂上近くの風の強さを語っていた。森林限界手前で山頂の暴風の装備はし

といた方がいいと助言してくれる人がいた。赤岩の頭の近くでそろそろ森林限界が来そう

なので、アウターを着てサングラスからゴーグルに切り替える。 



実はゴーグルを装着するのは、今回が初めてだった。ここまでサングラスで来ていたが、

曇り空で気温が氷点下で、吐く息がサングラスの表面で凍ってしまい、知らないうちにず

いぶん視界が悪くなっていた。 

ゴーグルに変えると、視界良好。そして全然曇らない。３年前に買った時は、高い出費

でそれからザックに入れて持っているだけだったが、ゴーグルの価値を初めて感じる瞬間

だった。森林限界を超えると、視界は開けてきた。天気が良ければ、横岳、赤岳、阿弥陀

岳と一望できるビュースポットらしい。 

この日はあいにくの天気だったが、風で目まぐるしく雲から見え隠れする山稜は迫力が

あり、十分見応えがあった。そして、言われていた通り、稜線に出ると風が強くなってき

た。G さんと離れていることもあるし、赤岩の頭で引き返すことも考えた。 

このルートで登ったことがある勝又さんに相談したが、頂上まであと少しだから、行け

るところまで行こうということになった。 

 

 
凍てつく山々 

 

強風の中で登頂成功！ 

赤岩の頭から硫黄岳までは山の稜線を歩くことになるが風が強く、先に歩いた人のトレ

ースがどんどん消えていってしまう。私は硫黄岳初見であり、K さんは過去に 2 回来たこ

とがあるというが、冬山でこんな風が強いのは初めてということで、結局トレースの後の

ようなところをたどりながら山頂から大きく外れないように前に進むこととなった。 



標高が高くなればなるほど風も強くなってきた。手袋は二重にしていたが、それでも冷

たくて手がしびれてきた。ミトンタイプの手袋をもう 1 枚持っているが、それはザックの

中で、手袋をするのに一旦停まってザックを下ろさなければいけない。 

時間がかかることは避けたいが、このまま手が痛い状態が続くと凍傷になる可能性もあ

り、少し風が弱くなる岩場でザックを下ろして 3 枚目の手袋を装着した。結果的にこの判

断を正しくこの後山頂から下ってくるまで手の冷たさに悩まされることはなかった。 

しかしこの時、アウターをもう一枚着て体幹の寒さもカバーすべきであった。後から思

えばであるが。寒くて体も冷たいなとは思いつつ、山頂まではあとすぐなので、1 分 1 秒

を惜しみ、暴風の中登頂を急ぎ、なんとか登頂成功。 

13 時 30 分。約 5 時間かけて硫黄岳の丸い山頂にたどり着くことができた。 

 

 
厳しい山頂 

 

山頂が寒すぎて軽い低体温症に 

山頂は寒さと強風で、とてもスマホを出せる状況ではなく記録写真は K さんのデジカメ

で撮ってもらった。我々が写真を撮っているとちょうど同じ頃に香港の登山者たちも山頂

まで上がってきた。 

お互いに健闘を称え合い、急いで下山。赤岩の頭で G さんに会う。G さんは結局、ここ

までだった。風が強くないところまで下山をして昼食をとる。山頂に着いたのが 13 時半で

お昼は道が近く 14 時近くだった。お腹はペコペコだが山頂がマイナス 20 度近く風も 15m

はあったと思うので体が冷え切っており、食欲がわかない。 

お湯を飲んで体を温めようと思うが、飲むと猛烈に体が震えた。汗冷えで風邪をひいた

のかなと思ったが、後で調べると軽い低体温症だった。自分は行動すると汗をかくので汗

をかかない重ね着を心掛けていたが、今回の山頂の厳しい条件では、もう一枚ダウンも着

て体温保護をしておくべきだった。 

これは今後に生かせる貴重な学びだった。昼食後の下山は雪が良いクッションになり楽

に降りることができた。赤岳鉱泉の到着目前で流水をまたぐ鉄板で滑ってしまい転倒。鉄

パイプの上で左の大腿骨を強く打ってしまった。 

疲れもあって足のコントロールができなくなっていたのだろう。打った瞬間は骨が折れ

たかと思ったが、幸い打撲で済んだ。 



赤岳鉱泉で一休みして、赤岳鉱泉から赤岳山荘までは約 1 時間で 17 時前に到着。登りが

約 5 時間、下りが約 3 時間。標高差約 1000m 強だった。この日は近くの伊予ロッジで泊ま

る予定だったので、帰りを急ぐ必要もなく、ゆっくり山行を楽しめた。 

伊予ロッジについたのは18時30分過ぎ。暖かいおもてなしで、料理が20皿くらい出て、

全部食べるのが大変だったが、お酒も飲みながら食事を楽しめた。 

お風呂に入った後、余裕があれば一杯やりましょうと解散したが、温泉で山の緊張が解

けて、一気に眠くなり、部屋に戻ったら、即熟睡だった。充実の 1 日となった。やっぱり、

雪山は、いろいろたいへんだが、楽しい。 

 

 
陽気な香港の方々 

 

その他の記述（後藤） 

１．赤岳山荘の林道は、2020/03/21、凍った坂道で車が上れず止まってしまった。今度は、後ろに

滑り出し後車フロントに衝突した。以後、ここは鬼門だったが、今回は雪が多く問題なかった。

雪が多い時の方が走行条件は良い。 

２．12 月の硫黄岳、1 月の西天狗岳、今回とこのところ苦しい登山が続く。早朝、長泉発で睡眠不

足が厳しい。K と 9 歳、Y と 18 歳の年齢差だが、林道上りから速く上れない。若い仲間につい

ていけないのだ。 

硫黄岳は、5 年振りだったが時間を見たら赤岩の頭まで 3 時間半。今回は 5 時間。結局、赤岩

の頭で終了。山頂まで標高差は、わずか 104ｍだが、如何せん 13:30 では時間が遅すぎた。 

３．12～3 名の香港（中国）の連中と前後しながら上った。20 歳半ばで皆さん元気で賑やか。装備  

  はヘルメットを被り、ハーネス装着。ストックは全員なく、ピッケルはオモチャみたいに短か 

った。私を抜くときは、「ゴメンナサイ、アリガトウ」と丁寧だった。それにしても、冬山登 

山も国際的になったものです。 

４．低体温症は、夏でも死に至る場合があるから要注意。とにかく、体を冷やさないことが肝要。 

手・足・顔など体の表面を冷やし過ぎると、やがて内臓温度が低下し元に戻らなくなる。 

  Ｙさんの場合、空腹も問題だった。空腹で体温を下げない。温水摂取も大事。暖かいモノを飲

み、血液循環を良くする。私の場合、「インスタントお汁粉」を飲んでいる。これは温かくて

美味しい。いずれにしても面倒くさがらず、こまめなメンテが必要です。 

                                         以上 


